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事 務 連 絡 

令和３年４月 23 日 

 

 

都 道 府 県 

各 保健所設置市  衛生主管部（局）長 殿 

特 別 区 

 

厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

 

濃厚接触が生じやすい職場におけるクラスター発生時の検査について 

 

 今般、新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（新型コロナウイルス

感染症対策本部決定）が変更され、「「三つの密」等濃厚接触が生じやすい環境に

ある職場でクラスターが発生した場合には、幅広く検査を実施する」こととされ

たところです。 

つきましては、感染拡大を防止する観点から、いわゆる「三つの密（密閉、

密集、密着）」となりやすい環境や、集団活動を行うなど濃厚接触が生じやす

い環境にある職場におけるクラスター発生時の検査については、濃厚接触者に

限らず、幅広い接触者を対象に検査を行っていただくようお願いいたします。 

ただし、検査対象者のうち、保健所が濃厚接触者と判断した者以外は、１４

日間の健康観察の対象外であり、引き続き従事可能であります。 

なお、地域の感染拡大等により、保健所の業務が、自宅及び宿泊療養者の健

康管理等優先的に取り組むべき業務で逼迫している場合には、業務の優先順位

を判断した上で適切に行ってください。 

 

１．幅広い接触者の考え方について 

濃厚接触が生じやすい環境にある職場におけるクラスター発生時の検査の対

象者については、次のような者を含めることを検討してください。 

（対象となりうる者） 

・ 感染者からの物理的な距離が近い（部屋が同一、座席が近いなど）者、物

理的な距離が離れていても接触頻度が高い者 

・ 寮などで感染者と寝食や洗面浴室などの場を共有する生活を送っている者 

・ 換気が不十分、三つの密、共用設備（食堂、休憩室、更衣室、喫煙室な

ど）の感染対策が不十分などの環境で感染者と接触した者 など 
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２．効率的な検査の実施について 

 職場でクラスターが発生し、保健所が当該職場の従業員を対象とした検査を

行う場合に、上記１の検査対象範囲の決定を事業所の管理者の協力を得て行う

（例えば、あらかじめ保健所が検査対象範囲の考え方を示した上で、事業所の

管理者がそれに基づいて検査候補者を決定し、その名簿を作成する）など、必

要に応じ、効率的な方法で検査を実施して差し支えありません。 

 また、検査から受検者への結果通知等までを民間機関に委託する方法（例え

ば、民間検査機関に対して、施設からのPCR 検査の申込の受付、だ液採取キッ

トの配布及び回収、検査分析の実施並びに検査結果の通知を委託し、陽性の結

果が出た場合には、あらかじめ民間検査機関と連携した医療機関の医師の診察

及び保健所への発生届の提出まで円滑に行う）を採用しても差し支えありませ

ん。 


